








当科における慢性血液透析患児の食事管理を retrospective に検討した。6 歳以下の低体

重児では摂取蛋白、カロリーとも恒常的に不足状態であった。それらに粉飴、マクトンを

主体とした高カロリー間食をおやつとして与え、短期間には不足カロリー補充に寄与した

が、長期間コンプライアンスを維持することは困難であった。身長発育ではカロリー摂取

良好群で身長の伸び率の良好例が観察された。さらに、腎移植が決定した症例では移植 1

年前から食事摂取量が至適範囲内を推移した。 


